「海後磋磯之介潜居碑」碑文
（表）

萬延元年三月二日海後五□之詠める

　国のため君へつくさんことの葉に

　きゆるもうれし露の玉のを

桜田

　　　海後磋磯之介潜居之趾

烈士

　　　　□□一條彦処書印　印　
（裏）

　　　君ハ万延元年三月三日義挙決行趾実兄高野粂之介氏

宅ニ隠ルヽコト数月潜匿ノ窮難察スヘキ也十一月初旬

遂ニ樵夫ニ変装シテ飄然大子地方ニ去リ更ニ越後ニ転シ又常陸
湊ノ戦ニ参加ス義憤盛ナリト謂フヘシ明治ノ初メ

警吏ニ任シ至誠奉公ノ美徳ハ映画トナリ明治廿九

年五月十九日水戸ニ病没ス年七十六前数日　特旨

従六位ノ恩典ニ浴ス此地潜匿中骨肉保護ノ情洵ニ

美談タリ有志君ノ至誠ト共ニ之ヲ後ニ伝ヘントシ

テ文ヲ余ニ求ム乃チ其梗概ヲ記スト爾云

　　昭和十六年五月十九日

　　　　従三位勲三等　高橋皥撰並書

〔法量〕

石碑高　　　　一〇二ｃｍ

最大幅　　　　六三ｃｍ

台座含む総高　一二二ｃｍ
